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間の SOD 活性と最大寿命の間には強い相関があると言われている。SOD1 ノッ
クアウトマウスが示した AIHA 様の表現型は、酸化ストレスが AIHA 発症の原
因の一つとなっている可能性を示唆している。そこで本研究では、AIHA を自













 解析の結果、KO マウスは赤血球の酸化傷害が亢進しており、AIHA を発症す
る野生型よりも早期に赤血球自己抗体が産生され、より深刻な貧血を伴って死
亡していくのに対し、Tg、KO;Tg マウスでは有意に生存率が改善し、赤血球内
活性酸素種の蓄積を抑えると同時に AIHA の発症が抑制された。 
 以上より、免疫抑制剤や輸血、脾臓摘出といった従来の治療法に加え、抗酸
化物質の投与等で赤血球酸化ストレスを軽減させることで AIHA の発症や増悪
を緩和できる可能性が示唆された。 
 
